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坂東市4Hクラブが野菜販売活動を行いました

令和6年産「ゆめかおり」栽培講習会を開催しました

県西地域を中心にパン用小麦「ゆめかおり」を栽培する「茨城パン小麦栽培研究会」は、きめ細か

な肥培管理により、実需者ニーズに合った高品質な小麦づくりを実践しています。

「ゆめかおり」の生産規模拡大と品質維持に向け、10月19日に「茨城パン小麦栽培研究会」と共

催で令和6年産に向けた栽培講習会を開催し、生産者2０名および県関係機関11名の合計3１名が参

加しました。

普及センターより、令和5年産の収量や品質、発生の多かった規格外や赤かび病への対策について

説明し、集出荷を行う「茨城パン小麦栽培販売有限責任事業組合」から、現在取り組んでいる現在の

販売状況や集出荷で生じた問題点について説明がありました。また、会員の栽培技術向上のため、優

良生産者2名の栽培事例を研究会内で共有し、最後に農業研究所から、現在取り組んでいる高タンパ

クを実現する肥培管理の確立に向けた現在の試験内容に

ついて情報提供がありました。参加者は優良生産者の栽

培方法について特に関心が高く、栽培方法の詳細や自身

の栽培方法に助言を求める声が多く聞かれ、活発な意見

交換が行われました。

普及センターでは、高品質安定生産を目指して、関係

機関と連携し、引き続き支援に取り組んでいきます。

11月12日、「坂東市４Hクラブ」が、第50回将門ま

つりにて野菜直売活動を行いました。４Hクラブは、

「自分たちの栽培した野菜の販売を通じて、坂東市の農

産物の魅力を広く発信すること」を目的として参加して

います。今年は、ハクサイやホウレンソウ、キャベツな

ど18品目の野菜を販売しました。その中でもキュウリが

いち早く売り切れとなりました。
当日は、雨が降る寒空の下での販売会と

なりましたが、地元の方やランナーの方に

立ち寄っていただき、用意した野菜は完売

しました。お客様からは、「立派な野菜

ね。」「毎年楽しみにしているの。」との

声が聞かれ、大盛況に終わりました。

普及センターではこれからも、若手後継

者自らの活動と地域の特色ある農業を支援

していきます。



12月 土壌診断実施日のお知らせ
12月6日（水）、20日（水）の2回の予定です

・個人の農家の方が対象です。
・受け付けは前日まで可能ですが先着順となりますので、お早
めにお持ちください。電話等での予約は行っておりません。

・１回の診断で５０点までの分析となります。超えた場合には
次回の診断日となります。

・１人あたり５点以内の持ち込みでお願いします。

編集後記

第４回アグリセミナー「農作業安全講座」が開催されました

令和５年10月24日に第４回アグリセミナー「農作業安全

講座」を県西地域広域講座として、ヤンマーアグリジャパン

（株）関東甲信越支社にて開催し、県西地域の新規就農者17

名が参加しました。

はじめに、ヤンマーアグリジャパンの担当者から「農作業

安全意識の重要性」、「事故を軽減するための行動」等につ

いて説明をいただきました。機械の作業前点検や危険箇所の

把握、作業環境の整理が農作業事故の削減に重要であること

が確認できました。

次に、トラクターの整備方法について実際の作業機を用い

て実演が行われ、エンジンオイルの交換方法やバッテリー点

検方法など重要なポイントを学ぶことができました。

最後に、ヤンマーアグリジャパンの最新農作業機械とラジ

コン草刈機の体験を行いました。参加者はみな最新の技術に

感心している様子であり、とても有意義な講座となりました。

普及センターでは、引き続きアグリセミナーを通して安全

な農作業の推進に取り組んでいきます。

近頃はすっかり寒くなってきまし

たね。皆様はいかがお過ごしでしょ

うか。私は先日、冬の鍋を堪能する

べく土鍋を購入しました。皆様も体

調には十分に気を付け、冬を満喫し

てください。（バティン）

写真提供：茨城県病害虫防除所

捕殺された成虫

【形態】成虫の体長は5mm～7mm、前翅は灰褐色の地色に黒色斑が散

在する。後翅は一様に漆黒褐色。

【生態】繁殖力が高く、幼虫は茎葉の内部やがく片にもぐりこみ食害を

行う。成虫は夜行性で日中は葉の間に隠れていることが多い。

※発生が疑われた場合には、速やかに最寄りの農業改良普及センターや病害虫防除所に連絡してください！！

・県内に設置したフェロモントラップで捕殺され、生息が確認

されました。現時点において県内での農作物被害は確認されて

いませんが、今後の警戒が必要となります。

発生状況

形態と生態

・トマト、ナス、ピーマン等のナス科が主な寄生植物で、トマ

トでは葉の白～褐変、果実の食害部分の腐敗が見られます。

被害の特徴


